
平成２９年度 京都市図書館 読書週間記念事業　『司書のかくし玉』　（児童書）
紹介者

図書館名 表紙 書名 著者名 出版社 推薦文

1 吉祥院 『かぼちゃ人類学入門』 川原田 徹／さく 福音館書店

　福岡県門司港から連絡船「かぼちゃ丸」で夢時間。島には誇り
高き「かぼちゃ人」たちがユル～い生活をヌル～く営んでいま
す。「食べること」は「生きること」。「かぼちゃ人」たちは文字通り
島を食べて生活し，島は彼らの人生そのものです。慎ましやか
な「かぼちゃ人」たちの暮らしはどこか懐かしくほっこりします。
絵柄が妙にリアルで登場人物たちはパンチ強め。そんな絵柄と
のギャップも楽しめるお薦めの一冊です。

2 深草 『寿命図鑑』
やまぐち かおり／
絵，
いろは出版／編著

いろは出版

　カタチあるモノ全てには，終わりがあります。人や動物だけで
なく，機械や空の雲や星々にだって寿命があります。
　「鶴は千年，亀は万年」と言いますが，実際にどれくらい生きる
のか，知っていますか？様々な「終りまでの時間」が可愛いイラ
ストと驚きの豆知識で紹介されています。意外とはかなかった
り，案外たくましかったり。知ってしまうと，ちょっと切ない。だけ
どそのぶん愛しくなる。ユニークで楽しい図鑑です。

3 岩倉 『わたしのタンポポ研究』 保谷 彰彦／著 さ・え・ら書房

　受粉せずに1個体で種子を作り，綿毛で種を遠くまで飛ばすタ
ンポポ。そんな「生きるためのしくみ」を明らかにするために奮闘
する研究記録です。絵や写真が多く，研究方法や実験の経緯，
苦労まで書かれています。あまり知られていない研究者の仕事
や，自然の仕組み，私たちの生活にまで目を向けることの出来
る，大人から子どもまで楽しめる1冊です。

4 左京
『きんいろきつねのきんた
ちゃん』

加古 里子／著 学習研究社

　きんたはひとりぼっちのきつねの子。森のなかまといっしょに
平和に暮らしていました。ところがある日，森はゴルフ場になり，
きんたは捕まり，人間に飼われることに。都会での華やかな生
活の中，きんたはおかあさんと衝撃の再会を…！
　新美南吉が『手袋を買いに』の中で投げかけた命題を思い出
す，科学絵本で有名な加古里子さんの隠れた名作童話です。



紹介者
図書館名 表紙 書名 著者名 出版社 推薦文

5 東山
『冥界伝説・たかむらの井
戸』

たつみや 章／作，
広瀬 弦／絵

あかね書房

　東山図書館のすぐ側に，小野篁が祀られている　”六道珍皇
寺”があり，今もそこには小野篁が現生と冥界を行き来したとい
われる井戸があります。　この物語の主人公，高村悟は夏休み
に京都東山にある父親の実家で，小野篁と井戸の不思議な話
を聞かされ自慢の耳をピクンッとさせました。（楽しいことを察知
すると悟の耳は反応するそうです。）　冒険心に火がついた悟は
一人で井戸の探検にでかけます。　本当に小野篁に会えて冥界
を探検できたのでしょうか？

6 中央 『けしつぶクッキー』

マージェリー・クラー
ク／作，
モウド・ピーターシャ
ム／絵，
ミスカ・ピーターシャ
ム／絵，
渡辺 茂男／訳

童話館出版

　１９８１年に出版後，長らく絶版だったものが２０１３年に復刊。
力強い版画調の装丁と挿絵がとにかく素敵です。８つの童話は
明るく，のびやかで，繰り返される愉快な言葉，リズム感がある
耳に心地よい文章はまるで，語り部のおはなしを聞いているか
のよう。
　絶版のペンギン社刊本も市内の図書館で所蔵しております。
少々年季がいっておりますが興味がある方はこちらもどうぞ。

7 醍醐中央 『ものぐさトミー』
ペーン・デュボア／
文・絵，
松岡 享子／訳

岩波書店

　朝起きるのがものすごくおっくうで，朝のしたくを，誰かが何も
かもしてくれたらいいのに…，と思ったことはありませんか？も
のすごく面倒くさがり屋の主人公，トミー・ナマケンボは，自分で
は何もしなくてもいい電気じかけの家に住んでいます。ところ
が，ある大雨の夜，電線が切れて電気がすべて止まってしまっ
て…。奇想天外な装置となりゆきに，大笑いすること間違いな
し！

8 向島
『ペンダーウィックの四姉妹
[1]  　夏の魔法』

ジーン・バーズ
オール ／作，
代田 亜香子 ／訳

小峰書店

　「ペンダーウィックの四姉妹」シリーズの1巻であるこの作
品は，姉妹と少年の出会いから始まります。一緒に過ごし
た夏休みは，決して忘れることのできない特別な時間とな
るのです。新しいのになぜか懐かしさを感じるこの物語
は，この後2巻，3巻へとつながっていきます。巻を追うごと
にどんどん魅力的に成長していく四姉妹＋少年から目が
離せません。少年・少女はもちろん，かつて少年・少女だっ
た方にもおすすめです。

9 右京中央 『木を植えた男』
ジャン・ジオノ／著，
寺岡 嚢／訳，
黒井 健／絵

あすなろ書房

　物語の舞台は，南フランスのプロヴァンス地方。誰も足を踏み
入れない荒野に，老人は住んでいました。彼はただ一人，この
不毛の地で，どんぐりを植えていました。有名な絵本ではありま
すが，こちらは新たなイラストに解説のあとがきを加えた単行本
です。素朴で明瞭な言葉で綴られた，童話のような物語が，幅
広い読み手の心に響きます。絵本を一度読まれた方にもオスス
メできる一冊です。
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10 久我のもり 『あしたまほうになあれ』
小野寺 悦子／作，
黒井 健／絵

学研教育出版

　「あしたまほうになあれ」。こやぎくんが，拾った種から芽吹い
た木に歌いかける言葉です。その木の葉っぱは，まずくて食べ
られませんし，花の匂いを嗅ごうとするとくしゃみがでます。それ
でも，こやぎくんはくじけません。「はながだめでも　みがあるさ
あしたまほうになあれ」と。やがて木は枯れ，こやぎくんにすてき
な魔法を届けます。くじけずに希望を持ち続けるこやぎくんに元
気づけられます。「あしたまほうになあれ」と．．．

11 下京 『いるの，いないの』
京極 夏彦/作，
町田 尚子/絵，
東 雅夫/編

岩崎書店

　薄暗い廊下に，天井の裏に，鏡越しの自分の背後に。『ナニか
がいる』と考えたことはありませんか？田舎のおばあさんの家に
越してきた男の子は，うんと高い天井の梁の上に「誰か」がいる
ことに気づきます。怖がる男の子におばあさんは「見なければい
ないのと同じだよ」と答えます。けれど，見てはいけないと思うほ
ど，視線は上に。そして……。独特の絵の広がりが，さらに恐怖
を引き立てます。大人でも背筋がぞっとする絵本です。

12 醍醐 『きつねのおきゃくさま』
あまん きみこ／ぶ
ん，
二俣 英五郎／え

サンリ－ド

　ちいさな動物にとって，きつねは怖い存在。きつねは，心の中
では，ひよことあひるとうさぎを食べるために世話をしているの
ですが，ひよこの「やさしい　おにいちゃん」の一言で少しづつ心
に変化が現われていきます。怖いきつねから，おおかみから皆
を守る勇気ある優しいきつねに。そして，最後は「はずかしそう
にわらって・・・」このシーンの絵のきつねの表情と言葉に，感動
して涙がこぼれます。とても切ないお話です。

13 山科
『三びきのこぶた』
イギリスの昔話

瀬田 貞二／訳 福音館書店

　昔話絵本は，様々な再話者，画家，装丁で，様々な出版社か
ら出版されていますが，その中には，省略されていたり，ストー
リーが変わってしまっているものもあります。でも，子どもには，
伝承に忠実なお話，そのお話に合った絵で描かれている絵本を
読んであげたいですよね。例えば『三びきのこぶた』ならこの絵
本！幼い子どもが初めて出合う昔話には，ぜひ本物を！！

14 伏見中央 『シャエの王女』
槇 佐知子／文，
赤羽 末吉／絵

偕成社

　遠い昔，天竺のシャエの国に，戦の強い大王と美しい后がい
ました。二人の間に生まれたのは，膚が毒蛇のようなうろこにお
おわれ，二目とみられない顔をした王女だったのです。王女は
人目にふれないように，森の中の小さな庵で育てられます。自
分が恐ろしい姿であることを知らず，賢い女官と優しい乳母に育
てられた王女はすくすく成長するのですが，ある日自分の本当
の姿を知ってしまいます。王女の人生はどうなるのでしょうか。
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15 洛西
『シルクハットぞくはよなか
のいちじにやってくる』

おくはら ゆめ／作 童心社

　シルクハットぞくは，夜中の１じにやってくる。音もなく夜空を駆
け，一軒の家を見つけるとお互いにうなづきあってその家にす
るりと入っていく・・・。一体シルクハットぞくは何者？！何をする
の・・・？！と，思っていると彼らはちょっとだけあることをします。
くすりと笑えて何だかほっこりする絵本です。

16 南 『たいふうがくる』
みやこし あきこ／
作・絵

ＢＬ出版

　 この絵本が出版されたのは，今から８年前！たった８年
前！！こんなに牧歌的な台風が主流だったのだ！むしろ台風
が来て学校が休みになるのを楽しみにしていた。
　 はてさて，今，同じタイトルで絵本を描けばどんなものができ
あがるのだろう。河川の氾濫，土砂崩れ，そら恐ろしい。
　 だが，家族は今までどおりで，この絵本に登場するようなやさ
しい会話の飛び交う家庭であってほしい。台風一過，それまで
の白黒の世界がいっぺんに真っ青に！すみずみまで晴れ渡っ
た日を迎えることができますように。

17 北 『ちょっとだけ』
瀧村 有子／さく，
鈴木 永子／え

福音館書店

　読み終わったら，ぎゅっと抱きしめたくなる絵本です。赤ちゃん
ができて，なっちゃんが，おねえちゃんへと少しずつ，少しずつ，
成長していく過程が絵と文に絶妙に良いハーモニーで描かれて
います。なっちゃんの頑張る姿を通して，大人も子どもの頃を思
い出したり，子どもを見守るお母さんの大きな愛を感じることが
でき，きっと心温まることができるでしょう。是非，読んでいただ
きたいお薦めの一冊です。

18
久世ふれ
あいセン
ター

『ビロードのうさぎ』

マージェリィ・W・ビア
ンコ／原作，
酒井 駒子／絵・抄
訳

ブロンズ新社

　幼い頃，そばにいたぬいぐるみ。胸に抱いてどこへでも連れて
行ったこと，ふたりだけの内緒話をしたこと，そしてボロボロに
なっても，かけがえのない友達だったこと。この絵本は，誰にで
もあるそんな思い出を鮮やかに甦らせてくれます。あとがきに
「世界中で翻訳されて今なお読み継がれているお話です」と記さ
れていました。何度も読み返したい絵本です。

19 移動 『ぼくのいいところ』
たかすぎ なおこ／さ
く・え

らくだ出版

　ぼくはしろくま。ぼくはどうして毛ぶかいの？くまだから？みん
なとちがうところが気になって，ねむれなくなってしまったしろくま
くん。泣いているしろくまくんに，お母さんは「いいところを１０こ
かいておかあさんに見せて」と言いました。すると…。'ちが
う′って，すてきでたいせつなこと。ぐんぐん元気がわいてくる絵
本。
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20 西京
『ぼくはくまのままでいた
かったのに』

イエルク・シュタイ
ナー／ぶん，
イエルク・ミュラー／
え，
おおしま　かおり／
やく

ほるぷ出版

　私は何だろうか。自分ではヒトだと思っているけれど，実は違う
のかもしれない。まわりの人がそう言うから，ヒトだと思っている
だけなのかもしれない。
　ある日，突然あなたはクマだと言われたらどうしますか？言わ
れた通りクマになりますか？それとも「私はヒトだ」と言い張りま
すか？心の中では「自分はヒト」と思いつつ，周りの言葉に流さ
れて生きていきますか？

21

こどもみら
い館
子育て図書
館

『やぎのはかせのだいはつ
めい』

槇 ひろし／さく・え 福音館書店

　5年ぶりの博士の大発明。それは大木を飲み込む大きな機械
でした。木を入れた機械からは，葉っぱ，丸太，板などが次々に
排出され，生活に役立つものに姿を変えます。
　素敵な発明に村のみんなは大喜び。だけど博士は何が出てき
ても満足しません。実は博士には，木を使って本当に作りた
かったものがあったのです。最後に機械から出てきたものとは
…？
　木の有用性が学べる，ためになってとっても面白いお話です。
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1 左京 『死にカタログ』 寄藤 文平／著 大和書房

　死ぬってなに？死んだらどうなるの？だれでも一度は考えたこ
とがありますよね。ある民族は死んだら「コオロギになる」，また
別の地域では「近所の島へ行く」と伝えられているそうです。
　本書はイラストレーター寄藤文平氏が，かわいらしくユーモラ
スに描きあげた死のカタログです。死にまつわるあれこれを，5
つの視点で集めています。重くなりがちな死の疑問に，まっすぐ
純粋に向き合った，難しくない「死の本」です。

2 移動
『知られざる大英博物館古
代エジプト』

NHK「知られざる大
英博物館」プロジェク
ト／編著

NHK出版

　何千年もの間，眠っていた古代エジプトのミイラ。その謎に包
まれた存在が，科学調査によって解き明かされた。医療用ＣＴス
キャン，骨からのコラーゲン抽出。古代エジプトの庶民はどんな
暮らしをして，何を思い，何を食べていたのか。読み進めていく
と意外な繁栄の秘密も見えてくる！大英博物館の収蔵庫も覗け
る，興味深い一冊。

3 右京中央 『僕は，字が読めない。』 小菅 宏／著
集英社インターナ
ショナル

　自分がディスレクシアであると偶然知るまでの日々。読み書き
ができない自己嫌悪，家族との軋轢，２度の自殺未遂と自傷行
為の繰り返し。そしてそれを乗り越えた母と息子の「５０９日」の
壮絶な戦いの記録を祈るような気持ちで読んだ。
　家族の愛と言霊が彼を支え「今度は自分が」という実名による
発表と出版が実現。人を救うため講演・啓発活動に励む彼は輝
いていた。

4 久我のもり 『パンダ外交』 家永 真幸／著 メディアファクトリー

　本書は，愛くるしい姿が人々を魅了するパンダが，ときに戦争
プロパガンダの手段として，ときに友好のシンボルとして中国外
交の一翼を担ってきた歴史を考察する。その歴史を紐解くこと
によって明らかになるのは，変転する国際情勢に対応するため
に，パンダ外交に戦略的重要性を見出し，有効に活用する中国
の巧みな外交政策である。パンダを求める欲望が消えない限
り，パンダは中国にとって不可欠な外交資源でありつづけるの
だ。




